
卒後藤谷塾 議事録 
 
開催日時：平成 31 年 3 月 13 日（水）7：00～8：00   場所：テレビ会議 
 
近況報告 
A： 
3 年程度の期間で配置換え（転籍）があるかもしれない。また今の職場に戻ってきて頑張っていきた

い。現在、引っ越しの準備中。その他特に変わりなし。 
 
B： 
大きな変わりなし。 
 
C： 
年度末でマンパワー不足もあり、超過勤務が依然として多く、困っている。 
 
D： 
引き続き内科で活動することが決まった。 
整形外科や他の診療科も必要としているところがある。 
移動者との役割分担も含め、今後構築していく。 
 
E： 
指導に関わってくれていた先生方が退職などでいなくなってしまう。不安。 
 
F： 
ICU に所属。指導に関わってくれていた先生方が退職などでいなくなってしまう。 
 
G 
病棟看護として夜勤をやりながら特定ケア看護師業務を 10 日/月で行なっている。来年度からは指導

してくれる医師が更に不足する 
 
H 
訪問看護への介入が施設としてなかなか進まない。今月は 2 週間、岐阜の 2 つの診療所に研修に行

く。塾長：今後高齢者が増えていく中で、自施設は協会内で訪問介護の中核になっていく。訪問看護

の介入をなんとかしたい。 
 
I： 
特に大きな変わりなし。今月で卒後研修が終了。来月からは総合診療科に配属が決まった。 
 
J： 
RRS などの病棟急変対応等を行っている。現在も ICU 所属。発熱や呼吸についてコンサルテーション

を受けている。 
 
K： 
整形外科の患者に関わっているが、総合診療科と整形外科の医師の折り合いが悪い。整形への介入を

見合わせることなども含め、検討していく。 
 
 
症例報告 
症例：骨髄炎 
 
塾長のコメント：外科的にドレナージも必要となることがある MSSA 菌血症で見逃せない疾患。CEZ
が最低 6 週間は必要であり、血液培養でも陰性化を確認していく。そして侵入門徒を確認していく。 
 



 
連絡事項 
・来月から 3 期生が卒後藤谷塾へ参加。 
・1 期生は今月が最後。今後は半年に 1 回 Webで、加えて集合研修等でフォローアップしていく。 

 


